
連
合
中
越
地
域
協
議
会
は
、

６
月
23
日
（
月
）
18
時
よ
り
、

長
岡
市
立
劇
場
大
会
議
室
に

お
い
て
、
政
策
学
習
会
と
第

１
０
０
回
地
協
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

前
段
の
政
策
学
習
会
で
は
、

「
長
岡
市
予
算
の
説
明
会
」

が
行
わ
れ
、
長
岡
市
地
方
創

生
推
進
部
政
策
企
画
課
よ
り
、

中
村
課
長
様
と
上
村
課
長
補

佐
様
を
講
師
に
お
迎
え
し
ま

し
た
。
説
明
会
で
は
、
「
市

政
だ
よ
り
」
４
月
号
の
新
年

度
予
算
特
集
を
資
料
と
し
て

活
用
し
、
長
岡
市
の
財
政
状

況
や
重
点
施
策
に
つ
い
て
、

わ
か
り
や
す
く
ご
説
明
い
た

だ
き
ま
し
た
。
市
で
は
、
人

の
流
れ
や
企
業
の
拠
点
分
散

の
受
け
皿
と
な
る
「
選
ば
れ

る
ま
ち
長
岡
」
の
実
現
に
向

け
て
、
「
市
民
協
働
」
と

「
米
百
俵
の
精
神
」
を
ま
ち

づ
く
り
の
原
点
と
し
、
オ
ー

ル
長
岡
で
未
来
を
拓
く
基
本

理
念
の
も
と
、
五
つ
の
重
点

施
策
に
沿
っ
て
事
業
が
展
開

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
地
協
か
ら
は

昨
年
度
の
市
政
要
望
と
そ
の

回
答
、
関
連
す
る
事
業
・
予

算
を
ま
と
め
た
資
料
を
配
布
。

今
後
、
長
岡
市
内
の
全
単
組

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
、
来
年
度
の
市
政
要
望

の
取
り
ま
と
め
に
つ
な
げ
て

い
く
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
地

協
委
員
会
で
は
、
長
谷
川
副

議
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
千
野
代
議
員
（
基
幹
労

連
・
北
越
メ
タ
ル
労
組
）
が

議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

矢
島
地
協
議
長
は
あ
い
さ

つ
で
、
２
０
２
５
春
季
生
活

闘
争
の
成
果
に
触
れ
、
「
３

年
連
続
で
連
合
集
計
に
お
い

て
大
幅
な
賃
上
げ
が
実
現
し

た
。
し
か
し
一
方
で
、
経
営

側
に
は
景
気
の
先
行
き
に
対

す
る
不
透
明
感
も
生
じ
て
い

る
。
今
年
の
成
果
を
来
年
に

つ
な
げ
る
た
め
に
も
、
最
低

賃
金
の
引
き
上
げ
が
重
要
で

あ
る
。
今
後
、
県
の
審
議
会

で
の
議
論
を
注
視
し
な
が
ら
、

底
上
げ
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
に
し
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。
ま
た
、
政
治
課

題
の
重
要
性
に
も
触
れ
、

「
参
議
院
選
挙
で
は
、
新
潟

県
選
挙
区
の
打
越
さ
く
ら
参

議
院
議
員
の
勝
利
、
全
国
比

例
に
お
け
る
連
合
推
薦
候
補

十
名
全
員
の
当
選
を
め
ざ
し

て
、
力
を
合
わ
せ
て
が
ん
ば

ろ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

続
い
て
、
前
回
地
協
委
員

会
（
２
月
）
以
降
の
主
な
活

動
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
総
務
機
関
会
議
関
係

で
は
、
春
季
生
活
闘
争
に
関

す
る
連
合
新
潟
の
「
中
間
ま

と
め
」
に
加
え
、
地
協
の
総

決
起
集
会
や
中
小
共
闘
セ
ン

タ
ー
、
部
門
連
絡
会
の
実
施

状
況
、
労
働
相
談
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
街
宣
活
動
の
報
告
。

政
策
福
祉
関
係
で
は
、

「
な
が
お
か
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ

フ
セ
ミ
ナ
ー
」
や
長
岡
地
区

労
福
協
の
活
動
に
つ
い
て
報

告
。
国
民
・
市
民
活
動
関
係

で
は
メ
ー
デ
ー
各
地
区
大
会

の
開
催
や
「
農
業
・
食
料
・

環
境
問
題
を
学
ぶ
」
事
業
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
中
間
決
算
報
告

お
よ
び
監
査
報
告
が
行
わ
れ
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
事
項
と
し
て
は
、
今

後
の
機
関
会
議
日
程
、
来
年

度
の
自
治
体
要
望
、
最
低
賃

金
引
き
上
げ
に
向
け
た
自
治

体
要
請
、
平
和
関
連
事
業
、

農
業
・
環
境
関
連
事
業
、
Ｓ

Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
会
活
動
、
各

支
部
の
取
り
組
み
、
参
院
選

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
提
案

が
あ
り
、
い
ず
れ
も
了
承
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
教
組

か
ら
は
平
和
関
連
事
業
へ
の

協
力
要
請
が
提
案
さ
れ
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

番
場
副
議
長
が
閉
会
あ
い

さ
つ
を
行
い
、
最
後
は
矢
島

議
長
の
力
強
い
「
参
院
選
勝

利
を
め
ざ
す
団
結
が
ん
ば
ろ

う
」
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

な
お
、
地
協
委
員
会
終
了

後
に
は
第
９
回
幹
事
会
が
開

催
さ
れ
、
今
後
の
活
動
予
定

と
と
も
に
、
参
議
院
選
挙
へ

の
取
り
組
み
を
改
め
て
確
認

し
合
い
ま
し
た
。

連
合
中
越
地
協
第
２
回
支

部
代
表
者
会
議
が
、
６
月
６

日
（
金
）
午
後
６
時
30
分
か

ら
、
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
か
れ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
出
席
も
含

め
14
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

開
会
挨
拶
で
は
矢
島
議
長

が
、
メ
ー
デ
ー
が
各
地
区
で

無
事
に
開
催
で
き
た
こ
と
に

感
謝
を
述
べ
た
後
、
春
季
生

活
闘
争
、
政
治
課
題
等
に
つ

い
て
触
れ
、
地
域
に
根
ざ
し

た
連
合
運
動
を
引
き
続
き
展

開
し
て
行
こ
う
と
述
べ
ま
し

た
。最

初
の
報
告
で
は
、
各
支

部
お
よ
び
地
協
の
中
間
会
計

決
算
を
報
告
。

次
に
、
各
専
門
部
等
の
活

動
等
を
意
見
交
換
。
定
期
総

会
ま
で
の
主
な
日
程
で
は
、

総
会
日
程
、
地
協
決
算
に
向

け
た
各
支
部
決
算
処
理
、
議

案
審
議
日
程
な
ど
を
意
見
交

換
。ま

た
、
次
年
度
の
支
部
交

付
金
は
今
年
同
額
を
予
定
し

て
い
る
が
、
中
央
会
費
制
の

移
行
に
よ
り
、
連
合
新
潟
か

ら
の
交
付
金
が
減
額
に
な
る

場
合
は
減
額
と
な
る
こ
と
や
、

組
織
生
活
部
関
係
で
は
、
組

織
拡
大
関
係
と
街
宣
関
係
を

報
告
。

政
策
福
祉
関
係
で
は
、
自

治
体
要
望
と
最
低
賃
金
引
上

げ
に
向
け
た
対
応
等
に
つ
い

て
意
見
交
換
。

国
民
市
民
活
動
関
係
で
は
。

平
和
関
連
事
業
、
フ
ー
ド
バ

ン
ク
な
が
お
か
の
活
動
、
支

部
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の
連
携
、

農
業
・
食
料
・
環
境
問
題
を

学
ぶ
事
業
等
が
意
見
交
換
さ

れ
ま
し
た
。

次
に
、
第
96
回
メ
ー
デ
ー

各
地
区
大
会
を
報
告
。
各
地

区
と
も
実
行
委
員
会
を
結
成

し
、
工
夫
し
た
内
容
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
総

会
ま
で
の
活
動
予
定
を
報
告

し
終
了
し
ま
し
た
。
会
議
後

に
は
懇
親
会
を
開
催
し
て
情

報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

連
合
中
越
主
催
の
「
第
50

回
勤
労
者
ゆ
と
り
釣
魚
大

会
（
キ
ス
釣
り
）
」
が
、
6

月
28
日
（
土
）
早
朝
、
上
越

市
柿
崎
中
央
海
水
浴
場
で
開

催
さ
れ
、
28
名
の
太
公
望
が

参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
曇
り
空
な
が
ら

波
も
穏
や
か
で
、
午
前
4
時

半
ご
ろ
か
ら
参
加
者
が
続
々

と
集
合
し
、
5
時
ち
ょ
う
ど

に
開
会
。
長
谷
川
副
議
長
が

開
会
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
、

続
い
て
事
務
局
か
ら
ル
ー
ル

や
注
意
事
項
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
大
会
は
計
量
時
間

の
10
時
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
。

各
自
が
「
こ
こ
ぞ
」
と
い
う

ポ
イ
ン
ト
を
見
つ
け
、
思
い

思
い
に
釣
り
糸
を
垂
ら
し
ま

し
た
。

釣
り
開
始
か
ら
1
時
間
ほ

ど
で
状
況
確
認
を
行
い
ま
し

た
が
、
こ
の
日
は
数
は
釣
れ

る
も
の
の
、
サ
イ
ズ
が
小
さ

く
、
総
重
量
は
伸
び
悩
む
と

い
う
展
開
。

そ
し
て
10
時
、
い
よ
い
よ

計
量
の
時
間
。

釣
り
竿
を
手
に

釣
果
を
携
え
て

集
ま
っ
て
き
た

参
加
者
た
ち
。

例
年
な
ら
ば
キ

ス
で
袋
が
パ
ン

パ
ン
と
い
う
方

も
多
い
中
、
今

年
は
や
や
控
え

め
な
釣
果
。

計
量
を
終
え
た

後
は
、
い
よ
い

よ
表
彰
式
。
28

位
か
ら
発
表
。

今
年
は
最
下
位

が
2
人
並
び
、
決
着
は
じ
ゃ

ん
け
ん
で
決
定
す
る
と
い
う

場
面
も
。
順
位
に
か
か
わ
ら

ず
、
全
員
に
“
泡
の
出
る
賞

品
”
と
し
て
本
物
の
ビ
ー
ル

か
ら
第
3
の
ビ
ー
ル
ま
で
が

用
意
さ
れ
、
笑
い
と
拍
手
が

絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

注
目
の
成
績
上
位
者
は
以

下
の
通
り
で
す
。

優
勝
：
会
田
さ
ん

（
日
本
ベ
ア
リ
ン
グ
労
組
）

釣
果
５
０
０
ｇ

第
2
位
：
大
淵
さ
ん

（
片
貝
製
作
所
労
組
）

第
3
位
：
菅
沼
さ
ん

（
越
後
交
通
労
組
）

ま
た
、
女
性
賞
や
「
雑
魚

大
物
賞
」
な
ど
の
特
別
賞
も

贈
ら
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

最
後
は
優
勝
者
を
囲
ん
で

の
記
念
撮
影
で
締
め
く
く
ら

れ
、
「
来
年
も
ま
た
こ
の
海

で
！
」
と
再
会
を
誓
い
合
い

ま
し
た
。
来
年
は
さ
ら
な
る

好
釣
果
を
目
指
し
、
よ
り
多

く
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
！
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近
年
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

へ
の
取
組
み
が
加
速
化
し
て
い
る
。

Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
を
実
績
ゼ
ロ
に
す
る

目
標
は
、
技
術
革
新
だ
け
で
な
く
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
意
識
改
革
も

必
要
と
感
じ
て
い
る
。
再
エ
ネ
の
導

入
、
省
エ
ネ
へ
の
取
組
み
は
当
然
の

こ
と
、
日
常
の
小
さ
な
行
動
や
リ
サ

イ
ク
ル
意
識
、
公
共
交
通
機
関
の
利

用
等
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
大
き
な

効
果
を
生
む
こ
と
と
な
る
。
一
方
で
、

導
入
コ
ス
ト
や
制
度
面
の
課
題
も
あ

り
現
場
レ
ベ
ル
で
は
苦
労
も
多
い
と

感
じ
、
政
府
の
補
助
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
。
Ｇ
Ｘ
２
０
４
０
ビ
ジ
ョ
ン

が
25
年
2
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
、
今

後
10
年
間
で
１
５
０
兆
円
規
模
の
投

資
を
呼
び
込
む
こ
と
と
し
て
お
り
更

な
る
取
組
み
が
加
速
化
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
▽
過
去
は
経
済
優
先
の

政
策
や
社
会
的
な
関
心
の
低
さ
な
ど

が
障
壁
と
な
り
、
対
応
が
遅
れ
て
い

た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
も
っ
と
早

く
対
策
を
し
て
い
れ
ば
と
誰
し
も
が

思
う
事
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
起
き
て

い
る
現
状
は
事
実
で
あ
り
変
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
今
後
に
つ
い
て
は

個
人
、
企
業
の
努
力
並
び
に
政
府
一

体
と
な
り
取
り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と

感
じ
て
い
る
が
、
数
十
年
、
ま
た
は

次
世
代
が
不
自
由
な
く
、
温
暖
化
を

意
識
せ
ず
と
も
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
が
実
現
で
き
て
い
る
未
来
を
願
っ

て
い
る
。

あたご3
≪No109≫

幹 事

渡辺堅也

第
２
回
支
部
代
表
者
会
議
を
開
催

定
期
総
会
ま
で
の
取
り
組
み
な
ど
意
見
交
換

連合新潟は6月26日(木)に新潟市において第73回地方委
員会と参院選決起集会を開催しました。第73回地方委員
会では、2025春季生活闘争の中間取りまとめなどの議案
を確認しました。引き続き参院選決起集会が開催され、
小林連合新潟会長はあいさつで「連合推薦の比例区10人
と新潟県選挙区打越さくら参議院議員の勝利に向けて全
力で頑張ろう」と呼びかけました。続いて、構成組織を
代表してＪＡＭと電機連合からと新潟県選挙区打越さく
ら参議院議員から力強い決意表明がされました。桑原事
務局長の行動提起後、登坂副会長の必勝ガンバローで決
起集会は終了しました。
詳しくこちらから
連合新潟ホームページ 参

院
選
必
勝
へ

取
り
組
み
を
確
認



連
合
中
越
地
協
が
取
り
組

む
「
農
業
・
食
料
・
環
境
問

題
を
学
ぶ
」
事
業
の
一
環
と

し
て
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
農
園

「
Ｏ
ａ
ｓ
ｉ
ｓ
Ｒ
」
の
第
２

回
イ
ベ
ン
ト
『
玉
ね
ぎ
収
穫

＆
サ
ツ
マ
イ
モ
作
付
け
体
験
』

が
、
６
月
14
日
（
土
）
午
前

９
時
か
ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｕ
Ｎ
Ｅ
、

フ
ー
ド
バ
ン
ク
な
が
お
か
と

の
共
催
で
行
わ
れ
、
連
合
か

ら
の
参
加
者
は
大
人
62
人
、

子
ど
も
27
人
と
、
全
体
で
１

１
０
人
を
超
え
る
に
ぎ
や
か

な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
小
雨
模
様
で

し
た
が
、
参
加
者
の
皆
さ
ん

は
時
間
通
り
に
集
合
し
、
傘

を
手
に
畑
へ
と
出
発
。
開
会

式
で
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｅ
の
家
老
代

表
が
農
業
の
現
状
に
つ
い
て

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
お
話
し

く
だ
さ
り
、
番
場
副
実
行
委

員
長
（
連
合
中
越
）
も
元
気

に
ご
挨
拶
。
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
、
各
団
体
の
畑
で
の

体
験
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

連
合
の
畑
で
は
、
ま
ず
は

玉
ね
ぎ
の
収
穫
作
業
。
昨
年

秋
に
植
え
た
約
２
３
０
０
個

の
玉
ね
ぎ
が
立
派
に
育
ち
、

参
加
者
は
泥
に
足
を
と
ら
れ

な
が
ら
も
夢
中
で
収
穫
。
特

に
子
ど
も
た
ち
は
大
き
な
玉

ね
ぎ
を
両
手
い
っ
ぱ
い
に
抱

え
て
「
見
て
見
て
〜
！
」
と

満
面
の
笑
み
。
大
人
も
思
わ

ず
童
心
に
返
っ
て
、
笑
い
声

の
絶
え
な
い
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

続
い
て
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗

植
え
。
植
え
方
の
説
明
を
聞

い
た
後
、
用
意
し
た
３
０
０

本
の
苗
を
手
際
よ
く
植
え
て

い
き
ま
し
た
。
子
ど
も
も
大

人
も
力
を
合
わ
せ
て
の
作
業

は
、
ま
る
で
ひ
と
つ
の
チ
ー

ム
の
よ
う
で
、
あ
っ
と
い
う

間
に
終
了
。
作
業
後
は
み
ん

な
で
後
片
付
け
ま
で
し
っ
か

り
と
行
い
ま
し
た
。

今
回
収
穫
し
た
玉
ね
ぎ
は
、

約
１
８
０
キ
ロ
を
フ
ー
ド
バ

ン
ク
な
が
お
か
と
子
ど
も
食

堂
に
寄
贈
。
ま
た
、
参
加
者

の
皆
さ
ん
に
も
お
土
産
と
し

て
、
一
人
あ
た
り
約
２
キ
ロ

ず
つ
袋
詰
め
し
て
お
持
ち
帰

り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
こ
の
後
に

予
定
し
て
い
た
「
青
空
農
業

教
室
」
は
雨
の
た
め
中
止
と

な
り
ま
し
た
が
、
Ｕ
Ｎ
Ｅ
特

製
の
し
ょ
う
ゆ
赤
飯
弁
当
を

手
に
、
笑
顔
で
の
解
散
と
な

り
ま
し
た
。
雨
に
も
負
け
ず
、

自
然
に
触
れ
、
食
の
大
切
さ

を
体
感
す
る
、
貴
重
な
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

次
回
イ
ベ
ン
ト
は
７
月
19

日
（
土
）
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の

収
穫
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
方

も
、
ぜ
ひ
次
回
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

６
月
23
日
（
月
）
13
時
30

分
か
ら
、
連
合
中
越
事
務
所

で
２
０
２
５
年
度
長
岡
地
区

労
働
者
福
祉
協
議
会
総
会
を

開
催
し
、
14
名
の
役
員
・
構

成
団
体
代
表
が
参
加
し
ま
し

た
。松

嶋
副
会
長
（
労
働
金
庫

長
岡
エ
リ
ア
統
括
店
支
店
長
）

の
開
会
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

矢
島
会
長
は
「
年
々
労
福
協

活
動
が
高
ま
り
、
関
係
者
の

皆
さ
ん
に
感
謝
す
る
。
福
祉

に
対
す
る
注
目
度
が
高
ま
る

中
で
、
政
治
で
は
解
決
で
き

な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
私
た

ち
の
視
点
を
生
か
し
て
少
し

で
も
関
わ
れ
れ
ば
と
い
う
思

い
で
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
し

よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い

て
、
新
潟
県
労
働
者
福
祉
協

議
会
田
中
事
務
局
長
か
ら

「
６
月
18
日
に
県
労
福
協
総

会
を
終
了
し
た
。
今
年
は
、

ろ
う
き
ん
福
祉
財
団
の
高
校

生
奨
学
金
制
度
の
さ
ら
な
る

拡
充
を
進
め
る
こ
と
」
な
ど

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
24
年
経
過
報
告
、

決
算
報
告
、
監
査
報
告
を
協

議
。
昨
年
は
、
「
な
が
お
か

ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
」

を
７
回
実
施
し
た
こ
と
、
新

潟
県
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
事
業
は
相
談
員
１
名
増

加
し
、
計
５
名
体
制
で
実
施

し
、
年
間
、
４
６
８
件
の
電

話
相
談
、
面
談
を
行
っ
た
こ

と
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
に

協
力
し
た
こ
と
な
ど
を
確
認

し
ま
し
た
。

25
年
事
業
は
、
新
潟
県
ラ

イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事

業
、
な
が
お
か
ワ
ー
ク
＆
ラ

イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
事
業
、
フ
ー

ド
バ
ン
ク
活
動
支
援
事
業
な

ど
行
っ
て
い
く
こ
と
を
決
定

し
ま
し
た
。

役
員
は
、
事
務
局
長
今
井

一
夫
氏
か
ら
、
今
井
啓
一
氏

に
交
代
す
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

議
事
終
了
後
、
会
員
構
成

団
体
か
ら
の
近
況
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

女
の
ス
ペ
ー

ス
・
な
が
お
か
」
波
多
副
代

表
は
、
①
困
難
を
抱
え
る
女

性
支
援
法
の
施
行
に
伴
い
周

辺
市
町
村
へ
の
サ
ポ
ー
ト
事

業
を
行
う
。
②
金
曜
日
の
夕

方
に
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス

を
会
場
に
時
々
の
テ
ー
マ
な

ど
語
る
「
ゆ
る
く
つ
な
が
る

女
子
部
」
活
動
を
行
う
。

労
働
金
庫
か
ら
、
①
ろ
う
き

ん
財
団
が
行
っ
て
る
高
校
生

奨
学
金
制
度
の
拡
充
に
向
け
、

会
員
か
ら
寄
付
を
募
る
。
②

フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
協
力
し
て

い
る
。

こ
く
み
ん
共
済
中
越
支
所
か

ら
、
①
マ
イ
カ
ー
共
済
の
見

積
も
り
１
件
に
つ
き
横
断
旗

寄
贈
活
動
を
し
て
い
る
。
②

５
月
か
ら
ア
プ
リ
の
利
用
を

進
め
て
い
る
。
ア
プ
リ
登
録

１
件
に
つ
き
お
米
を
フ
ー
ド

バ
ン
ク
に
寄
付
す
る
、

中
越
地
域
退
職
者
連
合
か
ら
、

①
引
き
続
き
、
市
政
要
請
活

動
を
進
め
て
い
く
。
少
し
ず

つ
だ
が
成
果
が
み
ら
れ
て
い

る
。
②
フ
ー
ド
バ
ン
ク
袋
詰

め
作
業
に
協
力
し
て
い
る
。

長
岡
地
区
労
働
者
福
祉
協

議
会
は
、
次
年
度
も
引
き
続

き
活
動
を
進
め
、
広
く
市
民

の
中
に
「
労
福
協
」
の
認
知

度
の
ア
ッ
プ
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

長
岡
地
区
労
福
協
・

今
井
事
務
局
長
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第３１回平和の森コンサート
日時 ７月３１日(木)１８：３０～２０：３０
会場 平和の森公園 長岡市本町３丁目
主催 平和の森コンサート実行委員会

長岡市平和祈念式典
日時 ８月１日(金) ９：００～９：５０
会場 アオーレ長岡アリーナ
主催 長岡市など

ながおか平和フォーラム
日時 ８月１日(金) １０：１５～１１：５0
会場 アオーレ長岡アリーナ
主催 ながおか平和フォーラム実行委員会

平和祈願祭
日時 ８月１日(金) ８：００～８：３０
会場 平和の森公園 長岡市本町３丁目
主催 長岡非核平和都市宣言市民の会・新教組

市民におくる映画の集い「クロがいた夏」上映
日時 ８月１日(金) １０：１５～１１：４０
会場 アオーレ長岡交流ホールＡ 主催 新教組長岡支部

収穫した玉ねぎの一部は、蓮潟地区
の放課後等デイサービス事業所で月１

回開催してい
る「すまいる

食堂」さんに
寄贈。

6月29日に開催
された、食堂

では、おいし
い麻婆ドーフ
に。食べたこ

どもたちの笑
顔に変わりま

した。


